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１ 根室の自然 

（１）地勢 

根室振興局管内は、北海道の最東端に位置し、

北東部はオホーツク海に、南部は太平洋に面し

ています。北方四島を除いた海岸線の長さは約

479km と全道の約 16％を占めています。面積は

約 8,500 ㎢（北方四島含む）で全道の 10.2％を

占めており、北方四島を除いた面積は約 3,592

㎢と、鳥取県(約 3,507 ㎢)の広さとほぼ同じで

す。根釧台地と称される標高 20m～80m の広大な

波状台地が広がっています。 

（２）自然 

管内には、世界自然遺産に登録された知床地

域や、国際的に重要な湿地を保全するラムサー

ル条約に登録された「風蓮湖及び春国岱地域」

並びに「野付半島及び野付湾地域」があり、タ

ンチョウ、シマフクロウ、クマゲラ、オジロワ

シなど数多くの天然記念物が生息する豊かな自

然環境が溢れています。 

（３）気象 

管内の気候は冷涼で、特に沿岸部は６～８

月にかけて海霧が発生するため、６～８月の

平均気温は根室市で 14.4℃、中標津町で

15.8℃と、札幌市の 20.2℃、帯広市の 18.2

℃に比べて低く、この時期の降水量も比較的

多くなっています。また農耕期の日照時間も

他地域に比べて短く、栽培可能な作物は限ら

れていることから、こうした気候でも生育が

良い牧草及び根釧台地の広大な土地を生かし、 

日本有数の酪農地帯が形成されています。 
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２ 根室の農業の歴史 

（１）始まり 

管内の農業は、明治２年に開拓使根室出張所が設置され、松本十郎判官が移民百余名とと

もに入植したのが始まりです。明治 19～22 年にかけては、和田屯田兵村に 440 戸が入植し、

穀菽注１農業と馬産が開始されました。明治 30 年代から運搬用、駅逓用として根室馬産は大

いに繁栄し、厚床には当時東洋一と言われた家畜市場が創設されました。昭和に入ると、軍

馬の需要が高まり、農林省根室種馬所や陸軍省軍馬補充部が設置されました。 

牛の飼養は当初、肉牛主体でありましたが、日露戦争後の恐慌による明治 43 年の肉牛価格

の大暴落を契機として、乳牛飼養へ転換されました。練乳やバターなどの乳製品製造も明治

20 年代に開始され、管内には昭和 21 年まで６箇所に乳業工場が設置されました。 

しかし、これら根室農業の黎明期は、度重なる冷害凶作のため穀菽農業から主畜農業への

転換を余儀なくされた時期でもあります。 

（２）根釧パイロットファーム、新酪農村建設事業から現在まで 

昭和 31 年には、根釧パイロットファームの入植が始まり、昭和 39 年までに約 5,000ha を

開墾、約 360 戸が別海町（美原・豊原）に入植し、ジャージー種の導入が始まり、根室酪農

の基礎が築かれました。しかし、オーストラリアから導入されたジャージー種は長距離輸送

による栄養低下のため体調不良なものがあり、さらにブルセラ病注２に感染していたものもい

たことから、この病気が大発生し、経営は厳しいものとなりました。   

昭和 41 年には、加工原料乳不足払制度が発

足するとともに、第１次酪農近代化計画が樹

立され、経営の近代化・合理化をめざす体制

づくりがなされました。 

その後、昭和 48年から 58 年にかけて、根

室市、別海町、中標津町の区域で、新酪農村

建設事業が行われました。約 1 万 5,000ha の

農地造成と 200 戸以上の入植が行われ、先進

的大型酪農経営が展開されるようになりまし

た。しかしながら、この急速な規模拡大の影

には、多額の負債、乳価や個体価格の低迷、市場の国際化、過重労働、労働力不足、環境へ

の影響の懸念など、酪農をとりまく環境には厳しいものがありました。 

昭和 58 年頃からは、負債整理対策の実施や機械化・大規模化により酪農経営は徐々に安定

していきました。更に近年は酪農ヘルパーやコントラクター、TMR センターなど営農支援シ

ステムの活用による省力化が進められるとともに、畜産クラスター事業等の活用による規模   

拡大が進められ、現在の１経営体あたりの経営規模は、耕地面積で全道平均の３倍にあたる 

約 84ha、乳牛飼養頭数も約 156 頭と規模が拡大しています。 

  しかしながら 2019 年に発生したコロナウイルス感染症の発生以降は、牛乳乳製品の消費減

退の影響を大きく受け、酪農経営は厳しさを増しています。 

注１）穀菽(こくしゅく)・・穀物（稲や麦など）と大豆 

注２）ブルセラ病  ・・・牛、豚、羊、人などに感染して、特に牛では伝染性の流産を引き起こすことから、家畜伝染病に指定されている。 

注３）ＴＭＲセンター ・・サイレージ、とうもろこしなどの飼料、ミネラル等を混ぜ合わせることにより、牛に必要な栄養素を全て含んだ 

 完全飼料を構成員に供給するしくみ（ＴＭＲ＝Total Mixed Ration） 
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３ 管内の農家戸数及び農業就業人口年齢構成 

農家戸数は、規模拡大や高齢化に伴う離農等

により減少傾向が続いており、令和２年は

1,218戸で平成12年の1,776戸と比べ約558戸、

約３割も減少しました。 

管内の農家は、経営農地 50ha 以上の農家が多

いのが特徴で、約８割を占めています。 

また、農業従事者の年齢構成を見ると、全道

平均と比べて若年傾向にあり、65 歳以上の従事

者の割合は全道平均を大きく下回っています。 

 

 

４ 管内の農業生産 

（１）農業産出額  

令和２年の農業産出額は約 1,143 億円となっていま

す。品目別で見ると、生乳が農業産出額の 76％を占め

ています。生乳以外の乳用牛も含めると 95％を占め、

まさに酪農が根室農業の基幹と言えるでしょう。 

（令和２年市町村別農業産出額(推計)より） 

 

（２）生乳生産量  

管内の生乳生産量は、約 80 万トン前後

で推移しており、全国生産量の約１割、

全道生産量の約２割を占めています。ま

た生産量の約１割が道外に移出されてお

り、関東方面への生乳輸送船として、平

成５年７月に「ほくれん丸」、平成９年

６月に「第二ほくれん丸」が釧路・日立

間にそれぞれ就航し、平成 31 年春には更

なる大型化と燃費向上を果たした新鋭船

に入替され、毎日輸送されています。 

 

 

 

114,290 
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５ 管内の飼養状況  

令和２年の管内における乳用牛飼養頭数

は、176,750 頭、飼養戸数は 1,136 戸とな

っており、１戸当たりの飼養頭数は 155.6

頭となっています。 

また、肉用牛を主体とする畜産も行われ

ており、乳用種（雄ホルスタイン）のほか、

黒毛和種や短角種の飼養も行われていま

す。 

 

 

６ 管内の作付動向 

酪農が大半を占める地域特性から、

作付けの大部分が飼料用作物となって

おり、牧草がほとんどを占めています。 

新たな極早生品種が北海道優良品種

に登録されたこともあり、別海町や中

標津町など比較的積算温度の高い地域

おいて、サイレージ用とうもろこしの

作付けが増加しています。 

 

飼料用作物以外では、中標津町を中

心に畑作物が作付けされています。 

澱粉工場の統合により、馬鈴しょ作

付けは減少しましたが、そば、大根、

ブロッコリー、小麦が新たに作付けさ

れるようになり、畑作物全体の面積が

増加しており、特に近年はそばの作付

けが増加しています。 

収穫された畑作物は、地元のほか道

外に出荷されているものもあります。 

（農林水産省「畜産統計」、H27 以降は農林業センサス） 

（農林水産省「畜産統計」、H27 以降は農林業センサス） （農林水産省「畜産統計」、H27 以降は農林業センサス） 
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市　町 施設名 主な取扱内容
チーズ工房 chikap（チカプ） チーズ・ソフトクリーム
明郷☆伊藤牧場　レストランATTOKO 飲用乳
明治西春別工場 粉乳・バター・クリーム・濃縮乳
森永乳業別海工場 チーズ・脱脂粉乳
雪印メグミルク別海工場 バター・粉乳・脱脂濃縮乳
べつかい乳業興社 飲用乳・バター・チーズ・アイスクリーム・ヨーグルト
河﨑牧場チーズ工房 チーズ
なかやまミルク工房 チーズ
雪印メグミルクなかしべつ工場 チーズ
中標津町畜産食品加工研修センター チーズ
ＪＡ中標津乳製品工場 飲用乳・飲むヨーグルト・クリーム
ラ・レトリなかしべつ チーズ・アイスクリーム・発酵乳
乾牧場 山羊乳〔乾乳期(12月～3月頃）は販売休止〕・山羊チーズ

養老牛放牧牛乳（山本牧場） 飲用乳・ソフトクリーム
竹下牧場 チーズ
みるふちゃん工房 チーズ(牛乳豆腐)

標津町 アルゼンチン牧場　みるく工房 濃縮乳（ミルクキャラメルクリーム）

根室市

別海町

中標津町

７ 担い手の育成 

管内の農業従事者は、60歳以上の

割合が全道より低い一方、59 歳以下

の割合が高く、比較的若年傾向にあ

りますが、管内でも高齢化や後継者

不足等による離農が進んでおり、さ

らに新規就農者数も減少しているこ

とから、農業の担い手の育成・確保

は重要な課題となっています。 

別海町の酪農研修牧場をはじめ、

管内の市町・農協は独自の補助制度や後継者対策などの担い手対策に取り組んでおり、振興

局においても、新規参入者の相談役となる農業者の認定を行う就農トレーナー制度を実施し

ています。 

 

８ 生乳加工施設 

管内では、大手乳業メーカーの乳業工場のほか、第３セクターや個人経営の生乳加工施設

があります。大手乳業メーカーの乳業工場は、バター、脱脂粉乳、チーズを中心とした製造

品目、その他の加工施設では、１村１品的な販売を目的にした飲用牛乳、アイスクリーム、

チーズなど多彩な製品が製造されています。 
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